
皆さんの中には、「成年後見」という言葉は聞いたことがあるけれど、制度につい
て詳しく知らない、という人が多いのではないでしょうか。
私たち一人一人の生涯に関わる大切な制度、「成年後見制度」について紹介します。

問い合わせ　社会福祉課　寺田　☎㉓0074

ご存知ですか？ 成年後見制度

先月、父が亡くなりました。
父がいろんな銀行に定期預金を組んでいて、相続人である母が解約しようとしたんですが、
母が認知症で判断能力がないという理由で解約ができませんでした。
遺産の相続もあるのですが、認知症の母にはできません。どうしたらよいですか？

認知症で判断能力が低下すると、預貯金の管理や相続手続きが難しくなりますよね。
しかし、ご家族でも、お母さんに代わって預貯金の解約や相続手続きをすることはできな
いんです。成年後見制度ってご存知ですか？

聞いたことはあるんですが…。

成年後見制度は、認知症や障がいで、判断能力が不十分な人に代わって、不動産や預貯金
などの財産管理、銀行での手続き、サービスの契約などをして、本人の権利と財産を守る
制度です。成年後見制度を利用することで、お困りのことが解決できると思いますよ。

そうなんですね。成年後見制度はどうしたら使えますか？

成年後見制度利用の流れ
①申立て書類の準備
戸籍謄本や診断書などの書類を用意します。
②申立て
本人の住所地を管轄する家庭裁判所（牧之原市は静岡家庭裁判所島田出張所）に申立てます。

◆申立てができる人
　　本人、配偶者、四親等以内の親族など
　　＊四親等以内の親族が申立てできない場合は、市長が申立てを行うことができます。

◆費用
　　○申立て費用（印紙、切手代、診断書など）　１万円程度
　　○鑑定料（専門医による鑑定が必要な場合のみ）　５～10万円程度
③審判、成年後見人の決定
家庭裁判所の調査官が調査を行い、成年後見人に最も適切と思われる人を選任します。
［成年後見人になる人］
　　○配偶者や親族
　　○弁護士、司法書士、社会福祉士などの専門職
　　○社会福祉協議会などの法人　など
④後見の開始
成年後見人が支援を開始します。

市では、「生活支援コーディネーター」と「地域支え合い活動協議体」を核として、
市民の支え合いによる「高齢者が暮らしやすいまちづくり」に取り組んでいます。
「これまで」と「これから」の取り組みについてお知らせします。

問い合わせ　長寿介護課　大畑　☎㉓0076
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